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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

バ
エ
シ
ャ
パ
！

ア
グ
ィ
ジ
ェ！

理
想
家
庭
を
目
指
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
開
！

バ
エ
シ
ャ
パ(

こ
ん
に
ち
は)

！
、
ア
グ
ィ
ジ
ェ(

あ
り
が
と
う)

！

グ
ァ
ラ
ニ
ー
語
の
あ
い
さ
つ
が
明
る
く
飛
び
交
っ
た
日
々
。
「
第

１
回
パ
ラ
グ
ア
イ
先
住
民
の
た
め
の
40
日
研
修
会
」
が
今
、
深
い

感
動
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ

南
東
部
の
二
つ
の
村
の
成
人
男
性
28
名
。
８
月
15
日
に
バ
ス
で
出

発
し
、
17
日
、
１
２
０
０
km
離
れ
た
レ
ダ
に
到
着
し
ま
し
た
。
教

育
に
理
想
的
な
レ
ダ
の
施
設
と
環
境
を
利
用
す
る
た
め
で
す
。

映
画
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
も
登
場
す
る
先
住
民
グ
ァ
ラ
ニ
ー
族
。

そ
の
故
郷
で
も
奥
ま
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

J
uk
yr
y

とK
o'
Ej
u

は
、

交
通
が
極
め
て
不
便
な
村
で
、
四
駆
車
で
も
ア
ク
セ
ス
は
困
難
を

伴
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
代
文
明
の
恩
恵
も
害
悪
の
影
響
も
受

け
に
く
く
、
住
民
た
ち
の
性
格
は
と
て
も
純
朴
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン

の
教
会
か
ら
出
張
し
て
１
日
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
と
、
村
の
チ
ー
フ
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
家
族
が
参
加
し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
片
道
20
km(

往
復
40
km
！)

歩
い
て
参
加
し
た
家
族
も
。

理
想
家
庭
の
た
め
の
40
日
研
修
会
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
多
く
の

家
族
が
参
加
を
熱
望
し
ま
し
た
。
妻
た
ち
は
子
供
た
ち
と
共
に
村

に
残
り
、
夫
た
ち
は
レ
ダ
で
の
研
修
に
。
そ
し
て
40
日
研
修
会
の

終
了
後
に
、
夫
婦
そ
ろ
っ

て
再
び
研
修
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
40
日
研
修
会
中

に
は
、
ち
ょ
う
ど
第
19
回

青
年
奉
仕
隊
も
レ
ダ
で
活

動
し
、
歴
史
的
な
出
会
い

を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た

出
発
前
夜
の
食
事
会
に
は
、

地
元
の
先
住
民
族
チ
ャ
マ

コ
コ
の
労
働
者
た
ち
と
も

交
流
す
る
と
い
う
、
貴
重

な
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
の
港
で
は
、
い
つ

ま
で
も
続
き
そ
う
な
抱
擁

を
振
り
切
り
、
別
れ
る
男

た
ち
の
目
に
涙
が
見
ら
れ

ま
し
た
。(

９
月
25
日
記
）

講義はグァラニー語。スライドはスペイン語。午後は体験学習と奉仕作業など。

第1回パラグアイ先住民のための40日研修会

長駆1200kmを走破、レダ到着！ 8月17日

受講前後の聖歌。よく揃った声で大迫力。

出発前夜、感極まった食事会。9月19日 とにかく熱心で素直な聴講姿勢が印象的。 炊事係が同行。シンプルで飽きない献立。

アキダバンで家路に就く。涙で万歳の連呼。9月20日



（
本
紙
１
９
３
号
よ
り
続
く
）

【
９
月
３
日
】
午
前
７
時
頃

下
船
、
レ
ダ
上
陸
。
午
前
中
、

佐
野
先
生
か
ら
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ

り
、
発
足
の
経
緯
、
農
牧
畜
、

養
殖
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
レ

ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を

学
ぶ
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

食
堂
で
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

の
お
昼
を
い
た
だ
い
た
後
、

レ
ダ
基
地
内
を
見
学
。
七
面

鳥
や
豚
の
飼
育
場
、
浄
水
施

設
、
魚
肉
加
工
場
、
エ
ビ
養

殖
場
、
パ
ク
ー
の
養
殖
池
な

ど
、
レ
ダ
の
広
大
な
敷
地
内
を
見
て
回
り
な
が
ら
、
担
当
す

る
先
生
方
や
青
年
た
ち
か
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

夜
は
、
中
田
先
生
と
岩
澤
先
生
か
ら
青
年
奉
仕
隊
員
に
向

け
て
歓
迎
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
70
歳
に
な
っ
た
現

在
で
も
開
拓
伝
道
を
し
て
お
ら
れ
る
中
田
先
生
：
「
手
伝
っ

て
く
れ
る
人
、
教
え
て
く
れ
る
人
が
誰
も
い
な
い
、
そ
れ
が

開
拓
。
こ
こ
レ
ダ
の
地
は
何
も
知
ら
な
い
人
が
や
っ
た
こ
と
、

常
に
こ
れ
か
ら
だ
！
と
い

う
心
情
で
進
ん
で
い
く
こ

と
、
こ
の
二
つ
を
憶
え
て

お
い
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん

も
、
将
来
、
世
界
に
出
て

開
拓
し
て
行
け
る
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
」

【
９
月
４
日
】
開
拓
体
験

は
、
過
繁
茂
す
る
ヤ
シ
の

木
を
減
ら
す
作
業
。
先
生

方
や
レ
ダ
の
従
業
員
た
ち

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
隊
員
各
自
が
斧
を

使
い
、
ヤ
シ
の
木
を
伐
っ

て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

タ
ロ
イ
モ
の
収
穫
と
パ
ク
ー
の
水
揚
げ
を
体
験
。
パ
ク
ー
の

水
揚
げ
は
、
養
殖
池
の
端
か
ら
端
ま
で
大
き
な
網
を
張
り
、

パ
ク
ー
を
対
岸
ま
で
追
い
詰
め
る
ま
で
、
各
隊
員
が
そ
の
網

を
池
の
中
で
支
え
な
が
ら
前
進
し
て
行
き
ま
す
。
池
は
背
の

立
た
な
い
ほ
ど
深
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
用
し
て
の
作
業
で
し
た
。
こ
の
日
水
揚
げ
し
た
パ
ク
ー

は
、
何
と
２
５
０
匹
以
上
！

こ
れ
ら
の
パ
ク
ー
は
冷
凍
す

る
た
め
、
直
ち
に
加
工
場
ま
で
運
び
、
全
員
で
下
処
理
（
内

臓
を
取
り
除
き
、
魚
体
を
水
で
洗
う
）
を
行
い
ま
し
た
。

【
９
月
５
日
】
レ
ダ
か
ら
約
11
㎞
ほ
ど
北
上
し
、
「
カ
ナ
ン
」

へ
行
き
ま
し
た
。
カ
ナ
ン
は
、
三
、
四
年
前
に
開
拓
を
始
め

た
ば
か
り
の
土
地
。
ビ
ク
ト

ル
さ
ん
の
家
庭
が
住
み
、
家

や
牧
場
の
柵
を
作
り
、
開
拓

を
進
め
て
い
ま
す
。
家
屋
の

電
気
は
す
べ
て
太
陽
光
発
電

で
ま
か
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
そ
の
後
ト
ラ
ク
タ
ー
に

乗
っ
て
、
開
拓
中
の
カ
ナ
ン

牧
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
が
進

む
道
は
、
砂
埃
が
舞
い
、
周

囲
は
ヤ
シ
の
木
が
生
い
茂
り
、

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
開
拓
し
て

い
く
場
所
な
の
だ
と
い
う
こ

と
を
体
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
お
昼
は
、
乗
馬
を
体
験
。
カ

ナ
ン
の
地
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夜
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
先

住
民
の
40
日
研
修
会
と
青

年
奉
仕
隊
合
同
の
和
動
会
。

先
生
方
は
「
ふ
る
さ
と
」

の
合
唱
、
先
住
民
の
皆
さ

ん
は
聖
歌
の
合
唱
、
青
年

奉
仕
隊
は
歌
と
ダ
ン
ス
を

披
露
。
佐
野
先
生
は
「
開

拓
者
、
青
年
た
ち
、
先
住

民
グ
ア
ラ
ニ
ー
の
人
た
ち

が
一
堂
に
会
し
て
、
こ
の

よ
う
な
場
を
持
て
る
の
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、

大
変
嬉
し
く
思
う
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
９
月
６
日
】
朝
一
番
、

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
魚
釣
り

に
。
精
誠
条
件
と
し
て
釣

り
を
さ
れ
た
文
先
生
の
足

跡
を
、
青
年
奉
仕
隊
員
が

辿
る
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
釣
り
で
は
、

釣
っ
た
魚
の
重
さ
や
数
が

多
か
っ
た
チ
ー
ム
と
、
ド

ラ
ド
を
釣
っ
た
一
名
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

夕
方
、
日
本
へ
帰
る
隊

員
は
貨
客
船
ア
キ
ダ
バ
ン

に
乗
っ
て
ア
ス
ン
シ
オ
ン

に
向
か
い
ま
し
た
。
レ
ダ

の
先
生
方
、
従
業
員
、
先

住
民
グ
ア
ラ
ニ
ー
の
方
々
、

中
・
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
レ
ダ
に
残
る
メ
ン

バ
ー
が
港
に
立
ち
、
船
上

の
隊
員
た
ち
を
見
送
り
ま

し
た
。(

次
面
下
段
に
続
く)

第
十
九
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊

チャーター船を降り、レダに上陸。9月3日

開拓体験で手にマメ。斧は初めて。9月4日

泥田に入ってタロイモの収穫体験。9月4日

養殖池でパクーの水揚げを体験。9月4日

カナンの地で爽快に乗馬体験。9月5日

青年奉仕隊と「パラグアイ先住民のための40日研修会」の合同和動会。9月5日ピラニアが釣れました。9月6日



Ｑ
：
レ
ダ
で
担
当
し

た
こ
と
は
？

Ａ
：
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ

ビ
の
養
殖
研
究
で
す
。

一
緒
に
レ
ダ
に
来
た

加
藤
誠
隆
君
と
二
人

で
、
前
任
者
の
水
田

展
聖
君
か
ら
引
き
継

い
で
担
当
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最
も
苦

心
し
た
こ
と
は
？

Ａ
：
孵
化
直
後
の
ゾ

エ
ア
と
呼
ば
れ
る
幼
生
を
、
ポ
ス
ト
ラ
ー
バ
と
い
う
稚
エ
ビ

に
な
る
ま
で
育
て
る
こ
と
が
、
最
も
大
変
で
し
た
。
す
べ
て

の
こ
と
が
未
体
験
で
何

を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
、
全
然
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
か
ら
高
度
に
繊

細
な
業
務
を
引
き
継
ぎ
、

初
挑
戦
の
連
続
で
し
た
。

水
田
君
が
４
５
０
０
匹

の
ゾ
エ
ア
を
孵
化
さ
せ

た
後
、
20
日
目
か
ら
加

藤
君
と
二
人
で
そ
れ
を

育
て
ま
し
た
。
11
回
の

脱
皮
を
経
て
、
稚
エ
ビ

に
な
る
ま
で
が
、
最
も

難
し
か
っ
た
で
す
。
折

し
も
レ
ダ
は
冬
の
季
節

で
、
早
朝
な
ど
は

か
な
り
冷
え
込
み
、

飼
育
槽
の
水
温
の

管
理
が
と
て
も
重

要
で
す
。
今
そ
の

稚
エ
ビ
が
、
よ
う

や
く
２
～
３
cm
に

ま
で
育
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最
も

う
れ
し
か
っ
た
こ

と
は
？

Ａ
：
釣
り
が
で
き

た
こ
と
（
パ
ク
ー

16
匹
、
ボ
ガ
13
匹

な
ど
）
と
、
空
が

と
て
も
大
き
い
こ

と
、
自
然
の
神
秘
を
こ
の
目
で
見
れ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

Ｑ
：
将
来
の
抱
負
を
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
ま
ず
は
言
語
の
勉
強
を
し
た
い
で
す
。
韓
国
語
、
英
語

な
ど
。
そ
し
て

言
語
を
活
か
し

て
事
業
を
す
る

こ
と
。
例
え
ば
、

多
種
多
様
な
人
々

が
集
っ
て
来
て
、

楽
し
く
飲
食
や

交
流
が
で
き
る

よ
う
な
店
を
経

営
し
た
い
で
す
。

Ｑ
：
日
本
の
皆

様
へ
ひ
と
言
、

何
で
も
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
皆
様
、
一

生
に
一
度
は
レ

ダ
に
来
て
み
て

く
だ
さ
い
！

第
19
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

【
９
月
７
日
】(

こ
れ
よ
り
友
谷
莉
奈
さ
ん
の
メ
モ)

ブ
ラ
ジ

ル
の
ム
ル
チ
ー
ニ
ョ
で
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ウ
ロ
お
兄
さ
ん
と
お

別
れ
。
バ
ジ
ェ
ミ
で
下
船
。
バ
ス
で
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
移
動
。

【
９
月
８
日
】
朝
６
時
か
ら
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
教
会
の
青
年

た
ち
と
訓
読
会
を
し
、
新
し
い
一
日
を
出
発
し
ま
し
た
。
日

曜
礼
拝
後
、
歓
迎
会
を
開
い

て
下
さ
り
、
礼
拝
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
と
共
に
昼
食
。
歌
っ

た
り
ダ
ン
ス
を
し
た
り
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
！

昼
食
の
後
は
、
パ
ラ
グ
ア

イ
の
青
年
た
ち
と
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
。
得
意
な
人
も
そ
う

で
な
い
人
も
、
み
ん
な
が
楽

し
く
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
！

国
境
や

文
化
、
言
葉
は
真
の
愛
に
よ
っ

て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

【
９
月
９
日
】
夜
行
バ
ス
と

普
通
の
路
線
バ
ス
を
乗
り
継

い
で
イ
グ
ア
ス
の
滝
に
。
言

葉
が
出
な
い
ほ
ど
の
絶
景
!!

鳥
の
公
園
で
は
、
様
々
な
種

類
の
動
物
を
見
ま
し
た
。
神

様
が
人
間
に
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
万
物
を
通
し
て
、
神
様
の

偉
大
な
愛
を
感
じ
ま
し
た
。

【
９
月
10
日
】
午
前
中
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
新
聞
社
を
表
敬
訪
問
し
、

記
者
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
ま
し
た
。
午
後
は
楽
し

く
お
み
や
げ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

最
後
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食

と
反
省
会
を
し
ま
し
た
。

【
９
月
11
日
】
13
時
35
分
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、

日
本
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

アスンシオンでＡＢＣ新聞社を訪問。9月10日 世界自然遺産イグアスの滝を目の前に。9月9日

未
体
験=

初
挑
戦
の
連
続
、
エ
ビ
の
養
殖
研
究

友
谷
将
明
（
と
も
た
に
ま
さ
あ
き
）
君
は
、
本
年
７
月
22
日

か
ら
９
月
６
日
ま
で
、
レ
ダ
基
地
に
お
い
て
熱
心
に
奉
仕
活

動
に
励
み
ま
し
た
。
岡
山
県
岡
山
市
生
ま
れ
、
23
歳
、
岡
山

大
学
経
済
学
部
卒
。
９
月
３
日
よ
り
第
19
回
青
年
奉
仕
隊
に

合
流
。
以
後
、
妹
の
莉
奈
さ
ん
と
共
に
、
隊
員
と
し
て
活
動
。

養殖池にて、パクーの水揚げ体験。9月4日

自然の神秘に触れて。7月29日、友谷君撮影

エビの研究に没頭する友谷君。8月5日釣ったパクーを手に。右は加藤君。8月27日



地
球
温
暖
化
問
題
の
専
門
家
で
、I

P
C
C
(

気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）

で
の
第
五
次
評
価
報
告

書
の
主
執
筆
者
で
も
あ

り
ま
し
た
、
江
守
正
多

先
生
を
お
招
き
し
て
、

「
地
球
温
暖
化
リ
ス
ク

と
『
卒
炭
素
』
へ
の
道
」

と
題
し
て
、
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
守
先
生
は
、
テ
レ
ビ

出
演
も
多
く
、
分
か
り

や
す
い
解
説
は
定
評
で
、

一
年
半
前
に
も
セ
ミ
ナ
ー

を
担
当
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

脱
炭
素
で
は
な
く
、

「
卒
炭
素
」
と
し
て
、

科
学
の
進
歩
な
ど
革
新

的
技
術
や
社
会
構
造
の

変
革
を
し
な
が
ら
、
炭

酸
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
目

指
す
も
の
で
す
。
パ
リ

協
定
で
気
温
上
昇
を
２

℃
に
抑
え
る
た
め
の
様
々

な
取
り
決
め
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
１
℃
上
昇

し
た
だ
け
で
も
、
多
く

の
気
候
変
動
リ
ス
ク
が

あ
る
の
で
、
二
〇
四
〇

年
ま
で
に
気
温
上
昇
を

抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール:office@asd-nsa.com
ホームページ:https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

ブ
ラ
ジ
ル
の
今
年
は
森
林
火
災
が
特
に
多
い

ブ
ラ
ジ
ル
国
立
宇
宙
研
究
所
（I

N
P
E

）
に
よ
る
と
、

「
同
国
で
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
を
中
心
に
、
森
林
火
災
の

発
生
件
数
が
二
〇
一
八
年
の
同
時
期
と
比
べ
て
八
五
％

増
加
し
て
い
る
。IN

P
E

の
人
工
衛
星
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

今
年
一
～
八
月
二
十
一
日
の
間
に
七
万
五
〇
〇
〇
件
以

上
の
森
林
火
災
が
発
生
し
、

二
〇
一
三
年
の
観
測
開
始

以
降
で
最
大
を
記
録
。
昨

年
の
同
期
間
の
三
万
九
千

七
百
五
十
九
件
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。
」
と
の

報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
肺
と
言
わ
れ
て

き
た
熱
帯
の
ア
マ
ゾ
ン
熱

帯
雨
林
地
帯
が
、
七
万
カ

所
以
上
に
火
災
が
発
生
。

（
上
写
真
・
ア
マ
ゾ
ン
火

災
）火

災
に
よ
り
、
森
の
緑

が
失
わ
れ
、
水
蒸
気
、
蒸

散
作
用
が
少
な
く
な
り
、

雨
量
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

つ
い
に
は
砂
漠
化
に
至
る

の
で
は
と
、
専
門
家
は
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

レ
ダ
か
ら
の
報
告
で
は
、

「
周
辺
地
域
も
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
の
自
然
が
残
る
広
大
な

森
が
連
な
っ
て
い
ま
す
が
、

夜
に
な
る
と
各
所
で
森
林

火
災
が
発
生
し
赤
々
と
燃

え
て
い
る
の
が
確
認
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
昼

間
も
風
向
き
に
よ
っ
て
煙

が
た
な
び
き
、
カ
ス
ミ
が

か
か
っ
た
よ
う
に
漂
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
（
上
山
貞

和
さ
ん
か
ら
の
報
告
）

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、当会
office@asd-nsa.com
へお願いします。

第26回環境セミナー・熱心に参加してきた人々 「卒炭素」を訴える江守正多先生

第
二
十
六
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

九
月
二
十
一
日
（
土
）
、
午
後
一
時
半
か
ら
午
後
四

時
す
ぎ
ま
で
、
川
崎
市
高
津
区
に
あ
る
大
山
街
道
ふ
る

さ
と
館
で
、
第
二
十
六
回
環
境
問
題
研
究
委
員
会
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
詳
報
は
別
紙
で
後
日
報
告
）

アゲハ蝶とブーゲンビリア


